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令和元年度 肢病専会員研修会

肢体不自由のある子どもの体育

～拓桃スポーツ集の紹介を通して～

宮城県立拓桃支援学校

教諭 吉成 知之

令和元年６月２１日（金）
13:00～15:00



2本日のメニュー
１ はじめに

２ 児童生徒に適した運動にする方法

～スポーツのアレンジ～

３ 授業で大切にしていること

４ 実技
（１）ラジオ体操（拓桃バージョン）

（２）バドミントン，バスケットボール，スポーツ吹矢

（３）テーブル競技（ハイパーホッケー，パタコロ）

（４）フラフープクワイツ

（５）ボッチャ（正式ルールと拓桃ルール）
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１ はじめに

スポーツとは？

最近話題のe-Sportsは，スポーツなのか？

チェスはスポーツなのか？ オセロは？将棋は？
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１ はじめに

スポーツの目的とは？

体育の目的とは？

自己目的的である。スポーツすること。

運動やスポーツを通して，何かを学ぶこと。
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１ はじめに

スポーツへのか
かわり方

おこなう

ささえる

みる

しらべる

障害のある子どもたちは，

どんなかかわり方をしていますか？
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自信とは…

経験 知識×

１ はじめに
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１ はじめに
肢体不自由のある児童生徒は，体育や行事において，参加できなかった

り，あるいは見学を余儀なくされたりしているということが少なくない。

理由として
①健常児と同じ運動ができない
②自立活動に変えられている
③肢体不自由児体育の文献や資料が少ない
④何をさせてよいのか分からない などが挙げられると思う。

しかし，本校で体育の授業を行っていると，「身体を動かしたい」とい
う欲求が強いことに気付かされます。

「拓桃スポーツ集」は本校で学習する児童生徒はもちろんのこと、肢体
不自由児をはじめ障害がある児童生徒のために、また肢体不自由児が在籍
する通常学級の体育の学習にも参考にしていただきたく作成したものです。

～拓桃スポーツ集「作成に当たって」より～
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拓桃スポーツ集・・・
拓桃支援学校は宮城県立こども病院に
入院している児童生徒が学ぶ肢病併置の
特別支援学校です。

2002年度に体育授業での実践をまとめた
「拓桃スポーツ集」を作成した。退院（転校）
する児童生徒を通して転出校へ配付した
り，ホームページに掲載をしたりして，オリ
ジナリティに富んだスポーツを紹介してい
る。

ホームページ
https://takuto.myswan.ed.jp/

１ はじめに
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２ 児童生徒に適した運動にする方法

～スポーツのアレンジ～

※ ｢アレンジする」ということ

（１）スポーツを選定する

・児童生徒の実態を把握する

・スポーツの特性を理解する

（２）ルールを決める

（３）補助具の製作

（４）気をつけたいこと

児童生徒観

単元観

指導観
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＝ルールを変えること

■スポーツルールの機能

（１）法的安定性の確保（ゲームに一定の秩序を）

（２）正義の実現（違反者に制裁を加える）

（３）面白さの保障（面白さは「主観」である）

参考文献：「スポーツルールの論理」守能信次（大修館書店）

◇スポーツの《面白さ》を楽しむために，ルールは存在する。

２ 児童生徒に適した運動にする方法

～スポーツのアレンジ～

※ ｢アレンジする｣ということ
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■児童生徒の実態から

・個人および集団の興味や関心

・生活年齢 ・発達段階 ・障害特性

・身に付けさせたい力

(運動技能・体力・コミュニケーションなど）

２ 児童生徒に適した運動にする方法

～スポーツのアレンジ～

（１） スポーツを選定する
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■スポーツの特性から

・そのスポーツの持つ特徴やゲーム

の進め方、用具、コートの広さな

どのルールを把握する。

例えば・・・

２ 児童生徒に適した運動にする方法

～スポーツのアレンジ～

（１） スポーツを選定する
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例）卓球
・ネット型（身体接触なし）

・運動量が少ない

・素早い反応が必要

・少人数

・ラケット、ボール、テーブル･･･

２ 児童生徒に適した運動にする方法

～スポーツのアレンジ～

（１） スポーツを選定する
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例）野球
・野球型（攻守の分離）

・ルールが複雑（特に走者）

・広いグラウンド

・多くの人数

・バット、ボール、グローブ･･･

２ 児童生徒に適した運動にする方法

～スポーツのアレンジ～

（１） スポーツを選定する
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例）サッカー
・ゴール型（攻守混合、身体接触あり）

・攻守が瞬時に入れ替わる

・広いグラウンド

・多くの人数

・ボール、ゴール･･･

２ 児童生徒に適した運動にする方法

～スポーツのアレンジ～

（１） スポーツを選定する
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■「面白さ」を阻害する要素が何かを考え、ルール

を変える（最低限の特性を失わずに）

例）・｢走者｣という野球を構成する要素を削除する

・ボールの大きさや素材を変える

・コートの広さや人数を変える

■実際にやってみる（教師・児童生徒）

例）・車椅子にのって、卓球をやったり，ボールを投げた

りすると…

２ 児童生徒に適した運動にする方法

～スポーツのアレンジ～

（２） ルールを決める
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■実践の中で見つけていく。

児童生徒の“困り感”に気付くことが

大事です！

２ 児童生徒に適した運動にする方法

～スポーツのアレンジ～

（３） 補助具の製作
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～スポーツの分類から～

・『国際スポーツ』と『民族スポーツ』

・『チャンピオンシップスポーツ』と

『レクリェーションスポーツ』

障害児(者)のスポーツ・体育は，上記のいずれかを否定す

るのではなく，それぞれの在り方や各自の志向を尊重し、

行っているスポーツが何をねらっているのかを押さえておく

必要がある。

２ 児童生徒に適した運動にする方法

～スポーツのアレンジ～

（４） 気をつけたいこと
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３ 授業で大切にしていること

スポーツマンシップを伝えること
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３ 授業で大切にしていること

スポーツマンシップとは

リスペクトすること

①相手

②審判

③ルール



資料：鶴谷特別支援学校中学部体育科

事例：バスケットボール学習内容の改善資料（１）
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資料：鶴谷特別支援学校中学部体育科

事例：バスケットボール学習内容の改善資料（１）
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～ニュースポーツの存在～

ニュースポーツ用具の貸し出し（有料，無料）

・宮城県スポーツ振興財団（第二総合運動場内）
http://www.mspf.jp/nisou/newsports/newsports.html

・仙台市スポーツ振興事業団（仙台市体育館など）

・仙台市障害者スポーツ協会（元気フィールド内）
http://www1.odn.ne.jp/sdsa/index.html

ニュースポーツとは・・・
体力、技術、性別、年齢に左右されず、誰もが手軽に楽しめるとともに、
ルールに弾力性があるなどの特長を持ち、近年になってわが国で考案され、
あるいは諸外国から導入された比較的新しいスポーツ種目の総称

資料（２）

http://www.mspf.jp/nisou/newsports/newsports.html
http://www1.odn.ne.jp/sdsa/index.html


N ,

RD

m

資料（２）
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25



N ,

RD

資料（２）
26



27

障害者スポーツとは・・・

障害者のスポーツとは、障害者のために特別に考案されたス
ポーツだけを指すものではなく、原則として健常者が行なっている
スポーツを、
・障害があるためにできないことがある。
・障害があるためにスポーツによる事故の心配がある。
・障害を増悪化させるおそれがある。
・競技規則が複雑なため理解しにくい。
などの理由でルールを一部変更して行なっているものを指していま
す。

資料（３）
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パラリンピック2020

・アーチェリー ・陸上競技 ・バドミントン ・ボッチャ ・カヌー
・自転車競技 ・馬術 ・５人制サッカー ・ゴールボール
・柔道 ・パワーリフティング ・ボート ・射撃 ・シッティング
バレーボール ・水泳 ・卓球 ・テコンドー ・トライアスロン
・車いすバスケットボール ・車いすフェンシング ・車いすラグ
ビー ・車いすテニス

資料（３）
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資料（4）～拓桃ラジオ体操～
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宮城県立拓桃支援学校

教諭 吉成 知之

〒982-0241 仙台市青葉区落合4丁目3-17-2

Tel 022-391-6551  Fax 022-391-6552

E-mail:yoshinari-to516@td.myswan.ed.jp

問い合わせ


